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■「第 39 回森林の市」に出展しました

昨年度に引き続き，木に触れ，遊びな

がら，環境問題を考え，木材の素晴らし

さを体験し学べる「第 39 回森林の市」に

出展しました。

出展日は 7 月 26 日（日）で，会場の体

験コーナーにおいて『木のしおりの作成』

のワークショップを開催しました。 

天候もよく，親子で作品作りを楽しん

でいただくことができ，用意した 12 席は常に満席状態でした。 

■授業風景「森林再生実習」（2 年）

2 年生は毎年，富良野自然塾（代表 倉本聰氏）が行う「自然返還事業」に協力しています。自然塾ではゴ

ルフ場だった場所を元の森に還そうと 2005 年から植樹活動を続けており，北森カレッジ学生が植えられた木

の生長を調べています。今年は植栽箇所の 2 区画を 2 日間かけて，立木すべての樹種と本数・幹の太さや樹

高を調べるとともに，林内の状況を写真で記録しました。今回の調査地では，植栽木が順調に生長している

ことを確認できました。しかし，一部には雪の重みで幹が曲がったものや，シカによる樹皮の食害もみられ

ました。自然塾ではこの調査結果をもとに今後の森林づくりの計画を立てています。

また，調査の前日は自然塾の岸上夏樹氏にガイドしていただき，環境教育プログラム「地球の道」と植樹を

体験しました。道を歩くことで，今の自然環境が長い歳月をかけて作り上げてきたものであることを実感す

ることができ，自分たちにはできる限り良い環境を保ち，未来の子孫に引き継いでいく使命があると思いま

した。

学生たちはこの実習の中で，ゴルフコースが着実に森に還っていく自然の力強さと，人のひたむきな努力

の大切さを学んだはずです。 

（林産試験場 広報担当） 

【調査の様子】 【植樹の様子】 

（北海道立北の森づくり専門学院 主査 藤田直也） 

【ワークショップの様子】 

8

https://www.hro.or.jp/forest/research/fpri/koho/default/dayori.html



